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カ

ン

ボ

ジ

ア

に

お

け
る

サ
ン

ガ

の

断
絶
と

復
古

小

　
林

知

　
】

九
世

紀
半
ば
以

降
の

カ

ン

ボ
ジ
ア

に

お

け
る

国
家
仏
教
の

形
成
に

つ

い

て

は
、

近
年、

歴
史
家
が

研
究
を
提
出
し

て

い

る
（
〉
コ

ロ
¢

寓

譬゚
。

o

戸

℃
Φ
ロ

コ

団

国
匹

≦

奠
匹
ω、

短
p

閏
眇

霞一
ω噂

笹

川

秀
夫）

。

そ
れ

に

よ

る

と
、

カ

ン

ボ
ジ
ア

の

国
家

仏
教
の

形
成
は
、

隣
国
シ

ャ

ム

（
タ
イ）

で

の

仏
教

改

革
運

動
が

つ

く
り
だ
し

た
タ

ン

マ

ユ

ッ

ト

派
が

カ

ン

ボ

ジ
ア

国
内
へ

導
入

さ
れ
た

事
件
（

一

八

五

四

年
）

に

端
緒
が

あ
る

。

ま
た

、

植
民
地

支
配
が

始
ま
っ

た

後
（

一

八

六

三

年
）

に
、

フ

ラ

ン

ス

極
東
学

院
の

フ

ラ

ン

ス

人

研

究
者
に

よ
っ

て

西
欧
の

近
代
仏
教
学
の

知
識
が

カ

ン

ボ

ジ
ア

の

サ
ン

ガ

へ

注
入
さ

れ
た

点
も
重

要
で

あ
る

。

　
タ

ン

マ

ユ

ッ

ト

派
は

、

後
に

シ

ャ

ム

の

王

と
な
っ

た
モ

ン

ク
ッ

ト
親
王

が

僧
侶
で

あ
っ

た
と

き
興
し
た

三

蔵
経
へ

の

回
帰
を
主

張
す
る

復
古
改
革

派
で

あ
る

。

そ
の

創
設
の

裏
に

は
、

モ

ン

ク
ッ

ト

親
王
と
フ

ラ
ン

ス

人
神

父
と
の

交
流
が

あ
っ

た

と
い

う。

タ

ン

マ

ユ

ッ

ト

派
の

実
践
は
、

カ

ン

ボ

ジ
ア
へ

導
入
さ
れ

て

ト

ア

ン

マ

ユ

ッ

ト

派
と

呼
ば
れ

た．、

そ

し
て
、

そ
れ

を

契
機
と
し

て
、

カ

ン

ボ
ジ

ア

の

サ
ン

ガ

の

従
来
の

実

践
が

マ

ハ

ー

ニ

カ

イ

派
と
い

う
名
称
で
一

括
さ

れ

た
。

他
方

、

植
民
地

化
以

後
の

同
国
で

は
、

領
域

支
配
に

も
と

つ

く
近
代
的
な
権
力
の

形

成
を
め

ざ

し
た

フ

ラ

ン

ス

人
官
吏
の

下
で
、

シ

ャ

ム

の

影
響
を

排
除
し
た

「

カ

ン

ボ

ジ

ア

仏
教
」

の

体
系
化
が

始
ま
っ

た
。

そ
の

担
い

手
は
、

フ

ラ

ン

ス

人
研
究
者
か
ら

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト
語
な
ど

を

学
ん

だ
学
僧
で

あ
っ

た
。

そ

れ
ら
の

僧
侶
は
、

新
た

な

学
習
に

も
と

つ

い

て

伝
統
的
な
仏
教
を

対
象
化
す
る
一

方、

三

蔵

経
の

忠
実
な
解
釈
に

も
と

つ

く

実
践
の

刷
新
を
主
張
し
た

。

こ

れ
ら
の

僧

た

ち
は、

一

九
四
三

年
に

勅
令
の

か
た
ち
で

規
定
さ
れ
た

全
国
サ
ン

ガ
組

織
の

中
央
指
導
部
に

名
を
連
ね、

国
家
仏
教
の

形
成
を
推
進
し
た

。

　

す
な
わ

ち、

カ

ン

ボ
ジ

ア

に

お

け
る

近
代
国
家
の

整
備
は、

サ
ン

ガ
の

制

度
化
を
も
た
ら
し
た

。

そ

し

て

仏
教
は、

一

九
五

三

年
の

独
立

時
に

国

教
と

さ
れ、

サ
ン

ガ

は
ナ

シ
ョ

ナ

ル

な
宗
教
の

担
い

手
と

し
て

国
家
か
ら

様
々

な
支

援
を
受

け
た

。

と
こ

ろ

が
、

一

九
七
〇
〜
八
〇

年
代
の

カ

ン

ボ

ジ
ア

に

お

け
る

サ
ン

ガ
・

僧
と

国
家
の

関
係
は
全．
く
別
で

あ
る

。

独
立
以

後
の

同
国
で

は、

工

位
を
返
上
し

て

国
家
元
首
の

地
位
に

就
い

た
シ
ハ

ヌ

ー

ク

が

権
威
主

義
的
な
政

治
を

敷
い

た
。

つ

ま
り、

議

会
制
や

選
挙
を

始

め

と
し
た

民
主
的
な

政
治
手
続
き
が

制
度

化
さ

れ
た
が

、

政

治
文
化
は

伝

統
王

権
の

時
代
と

同
じ

だ
っ

た
。

東
南
ア

ジ
ア

の

仏
教
工

権
に

お
け
る

国

家
と

宗
教
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

国
王、

正

法
、

サ

ン

ガ

の

三

者
が

お

互

い

を

支
え

合
う
構
図
が

指
摘
さ

れ

て

き
た

。

そ

こ

で

王
は

、

自

ら
が

仏
教

の

擁
護
者
で

あ
る

こ

と
を

民
衆
に

ア

ピ

ー

ル

す
る

た

め
、

多
大
な
寄
進
を

サ

ン

ガ

に

与
え
る

と

同
時
に
、

世
俗
か

ら

の

仏
教

秩
序
の

独
立

性
を

形
式

上

尊
重
し

た
。

シ

バ

ヌ

ー

ク
は
、

仏
教
を

擁
護
す
る

効
果
を
よ

く
承
知
し

て

い

た
。

　

し
か

し、

一

九
七
五

年
に

成

立
し
た

民

主
カ

ン

プ

チ

ア

（
ポ
ル
・

ポ

ト
）

政
権
は
、

旧

社
会
を

全
面
的
に

破
壊
し
、

全

く
新
し
い

社
会
の

建
設

を
め

ざ
し

た
。

結
果
と
し

て
、

仏
教
を

含
め

た

宗
教
を

権
力
の

正
統
性
の

源
泉
と
し

て

利
用
す
る

思
想
は

な
く、

多
く
の

寺
院
で

仏
像
や

建
造
物
を

破
壊
し

た
。

そ

し

て
、

国
内
の

全
て

の

出
家
者
を

強
制
的
に

還
俗
さ
せ
、

カ

ン

ボ

ジ

ア

の

サ

ン

ガ
・

僧
侶
を
消
滅
さ

せ

た
。

そ
の

後
を

継
い

だ

社
会

主

義
政
権
も、

伝
統
を
無
視
し
た
形
で

サ

ン

ガ
・

僧
侶
に
接
し
た

。
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権
は
、

公
認
得
度
式
を

準
備
し

て

僧
侶
の

復
活
を

支
援
し
た

が
、

仏
教
秩

序
の

独
立

性
を
認
め
ず

、

世
俗
機
構
の
一

部
と
し

て

僧
侶
組
織
を
立

ち
E

げ
た

。

当
時
の

カ

ン

ボ

ジ

ア
で

は
、

仏
像
の

前
で

個
人

的
に

出
家
を
宣

誓

す
る

な
ど
、

制
度
と

は

別
の

次
元
で

サ

ン

ガ

の

復
活
が

み
ら

れ
た
。

政

権

は

し
か

し、

そ
れ

ら
の

僧
に

政

府
公

認
の

得
度
式
で

改
め

て

出
家
す
る

よ

う
命
じ
、

同
国
に

お
け
る

サ
ン

ガ
・

僧
の

復
活
を

自
ら

が
敷
い

た
一

つ

の

系
譜
に

ま
と
め

よ

う
と

し

た
。

　

以
E
の

よ

う
に
、

カ

ン

ボ

ジ

ア

で

は
、

時
々

の

権
力
の

政
治
体
制
と

結

び
つ

い

て

サ
ン

ガ
・

僧
侶
が
大
き
な

変
容
を

遂
げ
て

き
た
。

一

九
九
三

年

以

降
の

同
国
で

は
、

立

憲
君
主

制
の

復
活
に

と
も

な
っ

て
、

二

つ

の

宗
派

か

ら
な
る

サ
ン

ガ

機
構
が

復
古
を
遂

げ
て

い

る
。

東
ア

ジ

ア
の

近

代
仏
教

　
　

　

国
勉

・゚

冨

旨
じd
ロ
α

自一
ω

ヨ

の

成
立

林

淳

　

吉

田
久
一

、

柏
原

祐
泉、

池

田

英
俊
が

担
っ

て

き
た

近

代
仏
教

研
究

は
、

二

〇

〇

〇

年
代
に

入

り
、

大
き
な

転
換
を
と

げ
た
。

そ

れ

は
世
代
交

代
を
と
も

な
い

つ

つ
、

方

法
論
や

国

家
・

宗
教
の

捉
え

方
に

及
ん

だ

転
換

で

あ
っ

た
。

大
雑
把
に

ま
と
め

る

と、

吉
田
た
ち
は

、

国
家
の

「

御
用
宗

教
化
」

し

た

教
団
仏
教
の

対
極
に、

近

代
的
仏
教

信
仰
の

精

華
と
し

て

清

沢
満
之
の

精
神
主

義
を
位

置
づ

け
た

。

二

〇

〇

〇

年
代
の

新
し
い

世
代
の

研
究
者
と
し

て

大
谷
栄
一

、

末
木

文
美
士、

谷
川

穣
が

登
場
し
た

。

大
谷

は
、

『

近

代
日
本
の

日
蓮
主

義
運
動
』

に

お
い

て

国
体
神
話
と
一

体
化
す

る

日
蓮
主

義
の

展

開
を

跡
づ

け
た

。

末
木
は

、

『

近

代
日

本
の

思

想
・

再

考
』

で
、

精
神
主

義
の

内

面
へ

の

沈
潜
が

、

国
家
に

呑
み
こ

ま

れ
て

い

く

メ

カ
ニ

ズ
ム

を

描
き、

仏
教
思

想
の

読
み

か
え

を

図
っ

た
。

谷
川
は
、

「

明

治
前
期
の

教
育
・

教
化
・

仏
教
』

で

明

治
初
期
に

お

け
る

教

育
と

仏

教
と
の

重
層
的
な

関
係

、

葛
藤
・

対
立
を

描
き、

仏
教
を
踏
み

台
に

教
育

が

定
着
し

て

い

く
過
程
を

叙
述

し
た

。

三

者
三

様
で

は

あ
る

が
、

近
代
の

国
家
制
度
と
仏

教
と
の

重

層
的

な
関
係
を

問
い

直
そ
う
と

す
る

点、

明
治

三

〇

年
代
だ

け
で

は
な

く

明
治
初
期
に

転
換
が

あ
っ

た

と

考
え
た

点
（

特

に

谷
川
の

研
究
）

は
、

新
し

い

視
野
を

切
り
開
い

た
。

　

そ
う
で

あ
れ

ば
、

明
治
三

Q
年
代
を
ど
の

よ

う
に

位
置
づ

け
な
お

し
た

ら
よ

い

で

あ
ろ

う
か

。

一

九
世

紀
後
半
か
ら
二

〇

世
紀
初
期
に

か

け
て

の

時
代
は
、

西
洋
列
強
が

作

り
あ

げ
た
万

国
公

法
が
、

国
際
関
係
の

秩
序
を

形

成
し

て

い

た

時
代
で

も

あ
っ

た
。

そ
れ
に

よ

る

と

世
界
は

、

相
互

に

対

等
な

「

主

権
国
家
」 、

西
洋
列
強
が
不
平
等
条
約
を
結
ぶ

「

未
開
国
」

、

植

民
地
さ

れ

る

「

野

蛮
の

地
域
」

の

三
つ

に

分
か
れ
て

い

た
。

日

本
は
、

中

国
、

イ
ラ

ン
、

ト
ル
コ

に

と
も
に

「

未
開

国
」

対
象
で

あ
っ

た
。

凵

清
・

日

露
戦
争
（

一

八

九
四
・

五

−
一

九
〇
四
・

五

年）

の

二

つ

の

戦
争、

条

約

改
正

（

一

八

九

四
i

九
九

年
）

に

よ
っ

て
、

「

未
開
国
」

か

ら
文

明
国

の

証
で

あ
っ

た
「

主

権
国

家
」

へ

日

本
が

昇
格
し
た

こ

と
が

、

西
洋
列
強

に

よ
っ

て

認
知
さ
れ
た

。

　

文
明

国
に

な
っ

た
日

本
は
、

国
際
社
会
で

二

つ

の

面
を
も
っ

た
。

第
一

に
、

東
ア

ジ
ア

に

お
い

て

「 ．
西

洋
化
し
た
文
明
国
」

に

な
っ

た
。

日

清
戦

争
で

争
っ

て

負
け
た
清
朝
は
、

エ

リ

！

ト
の

留
学

先
を
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

か

ら

日

本
に

変
え
た

。

日
本
に

は

多
く
の

西
洋
の

学

術
の

翻
訳

書
が

あ
る

こ

と
、

そ
し
て

旅
費
・

滞
在
費
が
節
約
で

き
る
と

い

う
理

由
で

、

大
勢
の

中
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